
 
 

すべてのことはメッセージ 

～子ども家庭相談室相談員養成講座 2022～ 

「子ども家庭相談室」は、子どもの権利侵害に関わる相談窓口です。 

大阪府内の小・中・高校生が無料でかけられる電話相談と直接会って話せる面談を行っています。保護者、教職

員、一般の方などからの問い合わせにも対応します。心理、教育、医療関係などの専門性は問いません。解決の

主体は子ども自身です。相談員は、子どもの思いや意見を聴いて、子どもと一緒に悩み考えます。 

子どもに関わる相談に関心を持って学び続けることのできる方、年齢にかかわらず大・大・大募集！ 

 

開催日 2022 年 11 月 7 日（月）～11 月 25 日（金） 

受講料 8,000 円（子ども情報研究センター会員・学生は、5,000 円） 

会場  HRC ビル 4 階研修室（港区波除 4－1－37） 

申し込み「受講申込書」にご記入の上、 

FAX またはメールにてお申込みください。 

申し込み締め切り 2022 年 10 月 28 日（金） 

問い合わせ・申し込み 公益社団法人子ども情報研究センター 

           電 話 ：06-4708-7087 

           F A X ：06-4394-8501 

           メール：kenshu@kojoken.jp 

 

《養成講座 2022 プログラム》 

日時 テーマ 講 師 

2022 年 

11/7（月） 
10:00～10:30 

☆オリエンテーション 

～はじめに～ 

大原 幸子さん 

子ども家庭相談室相談員 

10:30～12:00 
①子ども家庭相談室とは？ 

～はじまりから現在まで～ 

田中 文子さん  公益社団法人

子ども情報研究センター理事 

13:00～17:00 ②③子どもの権利条約 
吉永 省三さん  国連 NGO

子どもの権利条約総合研究所研究員 

11/10（木） 
10:00～12:00 

④「きく」ワーク 

～子どもの相談を受ける～  

橋本 暢子さん 

子ども家庭相談室相談員 

13:00～14:15 
⑤子どもの相談を受ける その 1     

～子どもと一緒に考える～ 

奥村 仁美さん NPO 法人子ども

アドボカシーセンターOSAKA 代表理事 

 
14:30～16:30 

⑥学校の子どもたちを取り巻く状況と

子どもたちの様子 

久保 敬さん 

近畿大学教員 

11/17（木） 
10:00～12:00 

⑦子どもの自己肯定感と 

エンパワメント 

金 香百合さん         

HEAL ホリスティック教育実践研究所 

 

11/25（金） 
10:00～12:00 

⑧子どもの相談を受ける その 2  

～子どもと一緒に考える～ 

藤田 由紀子さん 

子ども家庭相談室相談員 

13:00～14:30 
⑨自分を知ろう 

～子ども時代から現在まで～ 

藤井 浩子さん 

子ども家庭相談室相談員 

14:45～16:30 
⑩何でも話そう 何でも聞いてみよう 

☆修了式 
子ども家庭相談室相談員 

主催 公益社団法人子ども情報研究センター 

≪広報用カード≫ 

＊メールでのお申し込みはこちらの QR コードを
読み込み、件名に「子ども家庭相談室相談員養成
講座申し込み」と明記してお申し込みください。 

mailto:kenshu@kojoken.jp


 

 

子ども家庭相談室相談員養成講座 2022 受講申込書 

 

※マークは、必須です。                     F A X ：06-4394-8501        

※お名前（ふりがな）  

ご住所  

※電話番号  FAX  

※メールアドレス  所属・学校  

※≪志望動機≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪受講にあたって合理的配慮や支援が必要な方はこちらにご記入ください≫ 

 

 

 

 

 

 

〇アクセス：HRC ビル               

・ＪＲ環状線「弁天町」駅北口から 600ｍ 

（エレベーターご利用の場合は「弁天町」駅南口から） 

・大阪メトロ中央線「弁天町」駅 4 番出口から北東へ 700ｍ 

 

公益社団法人子ども情報研究センターとは？ 

子どもの権利条約を基盤に、子どもとおとなのパートナーシップを求めて活動しています。〈相談者の声を真摯

に聴き、一緒に考える相談活動〉、〈人権侵害の現状を知り、人権保育教育の創造についてともに学ぶ研修・学習

活動〉、〈子どもの人権に関する実践的研究活動〉、〈子どもの人権を大切にする保育の創造を求めて子どもの保

育〉、〈子どもの人権に関する議論、交流のための図書の編集刊行〉など、さまざまな活動をしています。 

          あなたも一緒に活動しませんか？詳細はこちらにて https://www.kojoken.jp/ 

 


